
氏名 光石亜由美

令　和　4　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会、日本文学協会、昭和文学会、日本比較文学会、韓国日本語文学会

名古屋大学大学院人間情報学研究科・博士後期課程満期退了

博士（学術）

授業科目

　【教育上の特記事項】

最終学歴

　【研究上の特記事項】

自然主義文学をはじめとする、文学におけるセクシュアリティ言説の形成

・模擬授業（和歌山県立日高高等学校、6/16）
・奈良大学附属高校　大学見学会　模擬授業（8/10）

学部担当科目

・言語・文学Ⅰ、Ⅱ
・国文学の世界
・基礎演習Ⅱ
・国文学講読Ⅰ・Ⅱ
・国文学演習Ⅰ・Ⅱ
・国文学演習Ⅲ・Ⅳ
・国文学史Ⅳ
・近代文学概論Ⅰ
・近代小説論

・人事委員会委員長
・奈良大学総合研究所員
・文芸部顧問
・書道部顧問

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

　【社会的活動】

通信教育部担当科
目

日本近代文学

【学内研究助成】
・奈良大学特別研究「奈良に関する資料のデジタルアーカイブの構築と活用」
・奈良大学ステップアップ研究助成

【科学研究費補助金】
・基盤研究B　研究分担者 研究課題：中村古峡資料群と近代の〈異常心理〉に関する総合的研
究（研究代表者：竹内瑞穂・愛知淑徳大学）
・国際共同研究加速基金(国際共同研究強化(B))研究分担者　研究課題：1930年代における東
アジア女性雑誌の比較研究（研究代表者：飯田祐子・名古屋大学）
・基盤研究c　研究分担者　研究課題：920年代から70年代におけるヒーロー／ヒロイン表象につ
いての研究成（研究代表者：大橋崇行・成蹊大学）

・奈良文化論

所属学会

研究課題

・日本近代文学会評議委員・企画委員
・日本文学協会委員
・日本近代文学会関西支部運営委員
・昭和文学会常任幹事
・昭和文学会編集委員
・生駒市市史編さん委員
・奈良公園の高度な案内書　編集委員会・委員

・高の原カルチャーサロン（田山花袋の歩いた奈良―奈良公園を中心に）（2022年9月10日、於：
奈良市北部会館）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

専門分野

大学院博士後期課
程担当科目

・近代文学演習Ⅰ・Ⅱ
・表象文化論



単著

共著

単独

単著

単著

単著
③（書評）永井聖剛『自然と人間
のあいだ　自然主義文学の生
態学』（春風社）

（その他）

① 樋口一葉「にごりえ」の銘酒
屋・酌婦

①（項目執筆）『坂口安吾大事
典』

②（項目執筆）『占領期地方雑
誌事典　下巻　西日本編』

（学会発表）

②「奈良の戦後雑誌（２）『玄想
PENSÉE』の目次と主要記事解
説（その１）」

①「文学者は〈変態〉である」

2023年3月

2022年5月7日

著書､学術論文等の名称

「堕落論（続堕落論）」「これぞ天下の一
大事」「焼夷弾のふりしきる頃」「親が捨
てられる世相」「貞操の幅と限界」「パン
パンガール」「阿部定さんの印象」「狂
気」「ロンブローゾ」「狂気/精神病」

日本比較文学会中部
支部パネル発表「異常
心理の比較文学」

（著書）

単著､
共著
の別

研究業績［著書、学術論文等］

概　　　　　　　要

（学術論文）

2022年7月

『國語と國文学』（東京
大学国語国文学会、
明治書院）、99巻7号、
p.3-19

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

2022年6月

2022年6月

2022年11月

奈良大学大学院研究
年報、第28号、pp.79-
85

勉誠出版

金沢文圃閣
大阪・解説、『K.O.K』『顔』『批評と紹
介』『文化人』、奈良・解説

『日本近代文学』（日本
近代文学会）、第107
集、pp.129-132


